
表紙に掲載する写真を募集します

議場見学をしませんか？次回6月定例会の予定

議 会 を 見 る

6月定例会放映日時

放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記QRコードからアクセス
できます。

　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品
タイトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる
詳細については、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせくだ
さい。次号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひ
ご応募ください。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局（℡65-2182）
へお問い合わせください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

 6月  7日（水）（6月2日一般質問）

 6月  9日（金）（6月5日一般質問）

 6月29日（木）（6月6日予備日）

 ※いずれも10時からです。

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
　　・議場での傍聴………本会議
　　・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　　 全員協議会、部会

日 月 火 水 木 金 土
5/28 29 3

4 5  　　　6 7 8　　　  9
本 会 議

本 会 議

10

11 12　　　13

本 会 議
（予備日）

14　　　15　　　16 17

18 24

本 会 議

本 会 議

厚 　 生
委 員 会
・分科会

文 　 教
委 員 会
・分科会

予算決算
委 員 会

・分科会

企画総務
委 員 会

・分科会

経済建設
委 員 会

予算決算
委 員 会

議会運営
委 員 会

6/1　　　230　　　31

19　　　20　　　21　　　22　　　23

議会運営
委 員 会

※放送日時が変更となる場合があります。

愛知県市議会議長会より感謝状
　２月３日に開催されました
愛知県市議会議長会の定期
総会において、神谷雅章議
員と大河内博之議員へ感謝
状の贈呈があり、３月22日に
議長より感謝状の伝達があ
りました。

神谷雅章議員　大河内博之議員３月定例会を２月22日から３月22日まで29日間の会期で開催しました。
２月22日に市長が令和５年度施政方針演説を行い、24日には、会派を代表して４人の議員
が施政方針に対する代表質問をしました。
２月27日、28日、３月１日には、15人の議員が市政について一般質問をしました。
３月２日に、令和５年度当初予算が議案上程され、審議されました。
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Q A&施政方針に対する代表質問

Q 

「
人
が
輝
き
、
ま
ち
が
躍
動
す
る
、
共

生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
た
思
い

は
ど
の
よ
う
か
。

A 

価
値
観
の
多
様
化
や
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
を
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
誰
も
が
自

分
に
居
場
所
が
あ
る
と
感
じ
、
輝
く
こ
と

の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と

と
も
に
、
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
官

民
連
携
に
よ
り
展
開
し
、
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
躍
動
感
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

Q 

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に

よ
る
業
務
効
率
化
の
効
果
及
び
住
民
と
の

意
義
の
共
有
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

窓
口
の
混
雑
緩
和
な
ど
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
効
率
的
な
行

政
運
営
と
の
両
立
を
図
る
。
市
民
と
共
有

す
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、

西
尾
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
発
信
す
る
。

Q 
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
し
て
の
商
工
業
の

高
度
化
や
多
角
化
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

Ｄ
Ｘ
の
導
入
を
始
め
と
し
た
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
や
展
示
会

出
展
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
、
事
業
の
多
角
化
や
新
し
い
産
業

の
創
出
に
対
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

Q 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

多
世
代
交
流
、
多
文
化
交
流
を
促
進

さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
脳
ト
レ
や

健
康
増
進
・
介
護
予
防
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
を
図
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
す
。

Q 

西
尾
駅
東
駅
前
広
場
は
ど
の
よ
う
な
広

場
に
す
る
考
え
か
。
ま
た
八
ツ
面
公
園
の
新

た
な
計
画
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

西
尾
駅
東
駅
前
広
場
は
、
今
以
上
に
使

い
や
す
く
憩
い
の
場
と
な
る
広
場
に
し
た
い
。

八
ツ
面
公
園
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
散
策
路
の

拡
幅
整
備
、
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
の
設
置
の
可
能

性
も
検
討
す
る
。

Q 

子
育
て
支
援
の
総
合
的
な
考
え
及
び

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
整
備
内
容
は
ど
の

よ
う
か
。

A 

「
子
ど
も
が
真
ん
中
に
い
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
療
育
セ

ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
利
用
を
促
進
し
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
保
育

環
境
の
充
実
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

行
う
。
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
し
て
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
建
替
、
移
転
新
築
に
併
せ
定
員

の
増
加
や
施
設
規
模
の
見
直
し
、
保
育
士
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実

や
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
を
行
う
。

Q 

小
学
校
水
泳
授
業
の
温
水
プ
ー
ル
へ
の

移
行
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

建
築
後
50
年
を
経
過
し
た
学
校
か
ら
順

次
移
行
を
進
め
る
。
既
に
実
施
し
て
い
る
３

校
以
外
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で

に
10
校
を
移
行
し
、
11
年
度
か
ら
全
て
の
学

校
を
移
行
す
る
計
画
で
あ
る
。

Q 

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、
自
身
の
健

康
状
態
を
知
る
健
診
と
し
て
い
る
が
、
受
診

率
向
上
策
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
や
公
共
施
設
だ
け
で
な
く

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
身
近
な
場
所
や
土
・
日
曜
日
に
実
施

す
る
な
ど
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
受
診
の
利
便
性
の
向
上

と
と
も
に
、
西
尾
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
て
予
約
の
空
き
状
況
等
を
配
信
す
る
な
ど

の
改
善
を
図
り
、
受
診
率
向
上
に
努
め
る
。

Q 

西
尾
市
民
病
院
は
赤
字
経
営
が
続
い
て

い
る
が
、
経
営
改
善
と
診
療
機
能
の
強
化
に

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

渡
辺　
信
行 

議
員

施
政
方
針
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

誰
も
が
ほ
っ
と
す
る
持
続
可

能
な
ま
ち

に
し
お
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

の
新
た
な
魅
力
の
創
造

と
も
に
楽
し
み
、と
も
に
学

び
、と
も
に
夢
み
る
ま
ち

新
た
な
魅
力
に
挑
戦
す
る
ま

ち

健
康
を
つ
な
げ 

幸
せ
が
つ
な

が
る
ま
ち
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Q A&施政方針に対する代表質問

Q 

第
８
次
西
尾
市
総
合
計
画
・
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
終
え
て
、
市
長

の
率
直
な
感
想
は
。

A 

総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
、
先
手
を

打
ち
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ま
ち
づ
く
り
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
今

回
は
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
と
の
考
え
方
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
担
当
部
局
と
共
有
す
る
機
会
を

何
度
も
持
ち
、
市
役
所
内
や
市
民
、
経
済
界

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
に
反
映
で
き
た

の
で
、
土
地
利
用
の
規
制
が
厳
し
い
中
で
一

定
の
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

　
総
合
計
画
は
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
い
ろ
い
ろ

と
問
題
は
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
立
ち
直
せ

た
。
施
政
方
針
で
も
言
っ
て
き
た
ワ
ク
ワ
ク

す
る
西
尾
市
づ
く
り
や
官
民
連
携
の
重
要

性
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
最
上
位
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
る
。
計
画
に
載
せ
た
こ
と
が
着
実

に
推
進
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

Q 

本
市
を
舞
台
に
全
編
ロ
ケ
の
エ
リ
ア
ド

ラ
マ
を
制
作
し
、
東
海
３
県
に
テ
レ
ビ
放
映

を
す
る
こ
と
で
市
制
70
周
年
を
盛
り
上
げ
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

A 

東
海
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
本
市
の
歴
史
・

文
化
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
特
産
品
な
ど
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
全
編
ロ
ケ
の
エ
リ
ア
ド
ラ
マ

の
制
作
・
放
送
を
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
来

年
１
月
２
日
ま
た
は
３
日
の
午
後
に
放
送
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
同
社
と
協
定
書
を
締
結

し
た
後
、
脚
本
や
出
演
者
、
ロ
ケ
地
等
を
協

議
す
る
の
で
、
内
容
は
現
段
階
で
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。

Q 

ワ
ク
ワ
ク
西
尾
創
生
コ
ン
テ
ス
ト
で
採

用
さ
れ
た「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
事
業
概
要
は
。

A 

魅
力
的
な
新
産
業
の
創
出
や
地
域
の
活

性
化
、
起
業
・
創
業
に
意
欲
の
あ
る
人
材
の

発
掘
・
育
成
を
目
的
に
、
令
和
５
年
度
に
実

施
す
る
。一
般
と
学
生
の
２
部
門
で
実
施
し
、

い
ず
れ
も
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
募
集
。
１
次
審
査
を
書
類
選
考

詳細は
スマホで
チェック!

西
尾
市
の
第
８
次
総
合
計
画・都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
予
算

編
成
及
び
に
し
お
ワ
ク
ワ
ク
戦
略

向
け
た
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

西
尾
市
民
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
改
善
・
強
化
に
取
り
組

み
、
医
師
確
保
、
放
射
線
治
療
装
置
の
新
機

種
更
新
に
よ
り
、
安
城
更
生
病
院
と
の
医
療

連
携
を
推
進
し
、
医
療
体
制
の
連
携
拡
充
も

検
討
す
る
。

Q 

防
災
減
災
対
策
の
取
組
内
容
及
び
災
害

備
蓄
品
の
充
足
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
や
水
・
食
料

の
備
蓄
、
避
難
所
に
お
け
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
飲
料
水
７
万
本
、
食
料

21
万
食
の
備
蓄
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方

式
で
進
め
て
い
る
。

Q 

一
色
町
生
田
地
区
に
民
間
で
計
画
さ
れ

て
い
る
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
用
地

の
解
決
策
及
び
こ
の
土
地
を
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
計
画
の

明
白
な
白
紙
撤
回
を
事
業
者
に
求
め
て
い
る
。

県
が
指
定
し
た
津
波
災
害
警
戒
区
域
内
で
あ

り
、
液
状
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
、
事
業
者

等
が
所
有
す
る
民
有
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
土

地
の
利
活
用
に
関
し
て
市
が
主
体
的
に
関
わ

る
こ
と
は
難
し
い
場
所
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q 

多
文
化
共
生
と
し
て
、
外
国
人
住
民
を

取
り
巻
く
課
題
と
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共

生
社
会
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

言
葉
の
壁
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

障
壁
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
生
活
に
必
要
な

情
報
を
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
っ
た
情
報
提

供
や
町
内
会
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
翻
訳

サ
ー
ビ
ス
等
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
見
直
し
や
契
約
解
除
に

伴
い
、
多
く
が
訴
訟
問
題
と
な
り
、
行
政
や

市
民
に
大
き
な
負
担
や
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

市
側
に
非
が
あ
れ
ば
市
長
が
責
任
を
取
る
と

し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
に
非
が
あ
っ
た
場

合
の
責
任
追
及
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
提
起
が
考
え
ら

れ
る
が
、
法
的
根
拠
や
具
体
的
損
害
の
立
証

等
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、
法
的
に
請
求
す

る
こ
と
が
妥
当
と
言
え
る
明
ら
か
な
損
害
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
検
討
し
て
い
く
。

い
の
ち
を
守
る 
暮
ら
し
を
守

る 

環
境
を
守
る
ま
ち

新
し
い
風

中
根　
志
信 

議
員

誰
も
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、

誇
り・愛
着
の
持
て
る
ま
ち
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Q A&施政方針に対する代表質問

Q 

「
書
か
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

は
ど
の
よ
う
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
。

A 

令
和
５
年
１
月
末
時
点
で
、
人
口
に

対
す
る
交
付
枚
数
率
は
64
・
７
％
で
あ

る
。
券
面
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
と
同
様
に
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
証
明
書
の
発
行
、
必
要
な
手
続
き

を
自
動
判
断
し
て
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
併
せ
て
提
供
す
る
。

Q 

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
は

ど
の
よ
う
か
。

A 
令
和
３
年
10
月
に
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ナ
ビ
・
に
し
お
」
を
設
立
し
、
映
像
作
品

の
撮
影
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令

和
３
年
度
は
６
カ
月
間
で
、
撮
影
の
相
談

件
数
30
件
、
撮
影
に
至
っ
た
の
は
３
件
で

あ
っ
た
。
令
和
４
年
度
１
月
末
時
点
で
、

相
談
件
数
60
件
で
、
撮
影
に
至
っ
た
の
は

14
件
で
あ
っ
た
。
撮
影
相
談
に
は
前
向
き

に
対
応
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

Q 

保
育
園
を
民
営
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

A 

メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
事
業
者
が
独
自

の
運
営
を
行
う
こ
と
で
、
多
様
な
園
が
誕

生
し
、
保
護
者
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
。

ま
た
、
園
舎
建
て
替
え
で
は
、
民
間
事
業

者
が
行
う
場
合
は
、
国
・
県
の
補
助
金
の

対
象
と
な
り
、
市
の
財
政
軽
減
に
つ
な
が

る
。
保
育
士
確
保
の
観
点
か
ら
も
公
と
民

の
協
同
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
事
業
者
が
急
に
運
営

を
や
め
て
保
育
の
継
続
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本

市
で
は
、
事
業
者
選
定
に
当
た
り
、
県
の

監
査
な
ど
を
受
け
て
い
る
学
校
法
人
や
社

会
福
祉
法
人
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の

可
能
性
を
少
な
く
し
て
い
る
。

に
し
お
ワ
ク
ワ
ク
戦
略
の
主

要
事
業

詳細は
スマホで
チェック!

西
尾
み
ら
い

藤
井　
基
夫 

議
員

と
も
に
楽
し
み
、と
も
に
学

び
、と
も
に
夢
み
る
ま
ち

新
た
な
魅
力
に
挑
戦
す
る
ま

ち

で
行
っ
た
後
、
最
終
審
査
を
令
和
６
年
２
月

に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
地

域
で
共
に
起
業
・
創
業
を
目
指
す
仲
間
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
若
者
世
代

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
な
ど
し
て
、
継

続
的
に
地
域
の
活
性
化
や
新
産
業
の
創
出
に

取
り
組
む
。

Q 

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
す
る
デ

ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ー
ト
式
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
設
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
進
め
方

は
。

A 

５
月
下
旬
に
市
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

各
校
へ
デ
ザ
イ
ン
画
の
募
集
を
依
頼
し
て
い

く
。
８
月
中
に
各
学
校
か
ら
作
品
１
点
を
選

定
し
、
９
月
に
は
当
該
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
て
表
彰
式
も
予
定

し
て
い
る
。
完
成
し
た
プ
レ
ー
ト
は
、
名
鉄

西
尾
駅
か
ら
県
道
蒲
郡
碧
南
線
の
歩
道
に
あ

る
マ
ン
ホ
ー
ル
に
取
り
付
け
る
。
プ
レ
ー
ト

は
35
作
品
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
は
12
か
所
な
の

で
、
１
作
品
に
つ
き
２
カ
月
の
設
置
予
定
で

あ
る
。
期
間
は
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
と

し
、
設
置
後
の
プ
レ
ー
ト
は
、
作
成
者
ま
た

は
作
成
者
の
在
籍
す
る
学
校
に
進
呈
す
る
。

Q 

西
尾
市
方
式
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
、

市
長
は
今
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
幾
つ
か
の
裁
判
の
判
決
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

裁
判
は
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
。
現
時

点
の
状
況
は
正
直
「
混こ
ん
と
ん沌

」
と
い
っ
た
形
と

思
う
。
原
因
は
様
々
あ
る
と
思
う
が
、
見
直

し
協
議
に
臨
む
市
の
姿
勢
に
全
く
問
題
が
な

い
と
い
う
つ
も
り
も
な
い
し
、
一
つ
の
要
因

で
あ
ろ
う
。Ｓ
Ｐ
Ｃ(

エ
リ
ア
プ
ラ
ン
西
尾)

関
係
者
と
何
度
も
話
す
機
会
は
あ
っ
た
が
、

代
表
が
代
表
と
し
て
の
意
思
決
定
を
主
体
的

に
で
き
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
し

ま
っ
た
西
尾
市
方
式
が
最
も
根
本
的
な
原
因

と
思
う
。

　
私
自
身
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
、
企

業
が
稼
ぐ
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
こ
の
５
年

間
、
正
直
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
公
共
の
精
神
と
い

う
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
一
定

の
歯
止
め
を
か
け
る
仕
組
み
を
入
れ
て
お
く

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
今
後
の
教
訓
と
し
て

反
省
し
、
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
裁
判
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
末
と
５

年
度
当
初
で
幾
つ
か
の
判
決
が
出
る
。
こ
れ

ま
で
し
て
き
た
市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
と

思
う
。
裁
判
を
長
引
か
せ
る
こ
と
な
く
、
早

い
段
階
で
終
局
的
な
解
決
に
向
か
う
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。

誰
も
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、

誇
り・愛
着
の
持
て
る
ま
ち
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Q A&施政方針に対する代表質問

Q 

地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
が
、
令
和
５
年
度
に
財
源
確
保
の
た
め
取

り
組
む
こ
と
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
で
き
る
な
ど
利
便
性
の

向
上
を
図
り
、
市
税
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
。

Q 

プ
レ
ー
ト
式
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン

を
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
す
る
が
、
ど
の
よ
う

な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
。

A 
下
水
道
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
環

境
保
全
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
引
き
続
き
自
治

体
間
競
争
が
激
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、
具
体
的
な

方
策
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

一
色
産
う
な
ぎ
を
提
供
す
る
３
事
業
者

食
べ
比
べ
や
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
、
エ
ビ
な
ど
で
、

一
度
の
寄
附
で
何
度
も
楽
し
め
る
定
期
便
の
充

実
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
ま

ず
は
市
民
に
と
っ
て
身
近
と
な
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
世
代
を
超
え
て
浸

透
さ
せ
る
の
か
。

A 

体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
、
実

践
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
幅
広

く
市
民
が
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
し
、
理
解

度
を
深
め
、
市
内
外
の
団
体
と
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、大
き
な
大
会
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

Q 

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
に
し
て
も
「
見
る
」

に
し
て
も「
支
え
る
」に
し
て
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
と
思
う
が
、

施
設
整
備
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

A 

ワ
ク
ワ
ク
す
る
施
設
整
備
を
目
指
し
、
競

技
者
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
施
設
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

Q 
八
ツ
面
山
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
新

計
画
は
民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
入
れ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

A 

指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

Q 

保
育
士
不
足
解
消
の
た
め
、
負
担
軽
減
対

策
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

A 

各
保
育
室
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
状
況
に
応
じ

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
連
絡
ア
プ

リ
の
活
用
で
保
護
者
と
の
確
認
や
把
握
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
な
ど
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

Q 

今
後
の
地
域
枠
医
師
の
確
保
の
見
込
み
は

ど
の
よ
う
か
。

A 

診
療
科
の
変
更
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
２

人
の
医
師
が
継
続
し
て
派
遣
予
定
で
あ
る
。

Q 

医
師
確
保
の
課
題
は
何
か
。

A 

泌
尿
器
科
医
師
派
遣
に
は
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
が
必
須
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
性
能
を
見
極
め
、
策
を
講
じ
て
い
く
。

Q 
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
、

理
美
容
者
へ
の
周
知
方
法
は
。
ま
た
、
理

美
容
者
の
条
件
な
ど
は
あ
る
か
。

A 

利
用
者
向
け
に
は
、
高
齢
者
福
祉
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
に
も
周
知
す
る
と
と
も
に
、

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
案
内
を
郵
送
。

業
者
に
は
、
会
合
に
出
向
い
て
事
業
の
説

明
と
登
録
の
案
内
を
す
る
。
業
者
の
登
録

条
件
と
し
て
は
、
保
健
所
に
衛
生
状
況
の

確
認
を
受
け
た
店
舗
を
登
録
対
象
と
す
る
。

Q 

一
色
町
生
田
地
区
に
お
け
る
産
廃
問

題
で
、
跡
地
周
辺
の
各
検
査
結
果
と
養
鰻

施
設
の
解
体
工
事
後
の
状
況
は
。

A 

産
廃
跡
地
周
辺
の
各
種
環
境
影
響
調

査
は
、
県
と
連
携
し
て
続
け
て
お
り
、
結

果
に
つ
い
て
は
、
産
廃
処
分
場
跡
地
周
辺

環
境
調
査
検
証
会
議
で
確
認
し
て
い
る
。

現
状
は
、
生
活
環
境
保
全
上
の
影
響
は
な

い
。
養
鰻
施
設
解
体
工
事
後
の
状
況
は
、

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
、
愛
知
県
が
事
業

者
に
対
し
て
指
導
し
た
こ
と
を
受
け
、
12

月
上
旬
か
ら
撤
去
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

い
の
ち
を
守
る 

暮
ら
し
を
守

る 

環
境
を
守
る
ま
ち

詳細は
スマホで
チェック!

予
算
編
成
に
つ
い
て

自
民
隆
盛
会

松
崎　
隆
治 

議
員

そ
の
他
の
質
問

・
に
し
お
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
に
し
お

ワ
ク
ワ
ク
戦
略
に
つ
い
て

・
い
の
ち
を
守
る 

暮
ら
し
を
守
る 

環
境
を

守
る
ま
ち
に
つ
い
て

健
康
を
つ
な
げ 

幸
せ
が
つ
な

が
る
ま
ち

新
た
な
魅
力
に
挑
戦
す
る
ま

ち

誰
も
が
ほ
っ
と
す
る
持
続
可

能
な
ま
ち

と
も
に
楽
し
み
、と
も
に
学

び
、と
も
に
夢
み
る
ま
ち

健
康
を
つ
な
げ 

幸
せ
が
つ
な

が
る
ま
ち
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Q A&一般質問

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

松
井 

晋
一
郎 

議
員

Q 

第
８
波
に
入
っ
て
か
ら
の
感
染
状
況

か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
弱
毒
化
し
て
い

る
と
考
え
る
か
。

A 

11
月
１
日
か
ら
２
月
13
日
ま
で
の
市

内
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
感
染
者
数

は
、
１
万
５
１
２
０
人
で
あ
っ
た
。
傾
向

と
し
て
第
７
波
、
８
波
と
も
に
70
歳
未
満

の
発
生
は
ほ
ぼ
同
率
だ
が
、
70
歳
以
上

の
割
合
は
第
７
波
が
全
体
の
８・
０
％
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
８
波
は
９・
３
％

あ
り
、
多
く
の
方
が
感
染
し
て
い
る
。
毒

性
の
強
弱
に
つ
い
て
は
判
断
で
き
な
い
。

Q 

人
流
の
多
い
公
共
施
設
及
び
教
育
現

場
な
ど
で
は
、
引
き
続
き
感
染
防
止
へ
の

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
ど
の

よ
う
か
。

A 

今
後
の
国
や
県
の
方
針
に
基
づ
き
、

必
要
な
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
教
育
現
場
に
つ
い
て
は
、
感
染
対

策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
緩
和
の
傾
向
に
進

ん
で
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
感
染
に
対
し
て
不
安

を
抱
く
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
も
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
配
慮
し

つ
つ
、
各
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

Q 

教
育
現
場
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
定
期

的
な
換
気
、
手
洗
い
・
消
毒
な
ど
従
来
の

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
新
年
度
４
月

ま
た
は
５
月
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
変
更
し

て
い
く
の
か
。

A 

県
か
ら
４
月
１
日
以
降
、「
マ
ス
ク

着
用
を
求
め
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ

と
」
や
「
様
々
な
事
情
に
よ
り
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
適
切
に

配
慮
す
る
こ
と
」
な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
。

定
期
的
な
換
気
や
手
洗
い
は
様
々
な
感
染

症
対
策
と
し
て
有
効
な
基
本
的
取
組
と
考

え
引
き
続
き
奨
励
し
て
い
く
。

Q 

地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
不

特
定
多
数
の
人
流
が
発
生
す
る
行
事
ま
た

は
市
内
飲
食
店
で
の
感
染
防
止
策
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

A 

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
愛
知
県
の
第
三
者
認
証
に

よ
る
感
染
防
止
対
策
の
認
証
制
度
で
あ

る
、
通
称
「
あ
い
ス
タ
認
証
」
の
取
得
を

呼
び
か
け
て
き
た
。
ま
た
、
利
用
者
に
対

し
て
も
、
あ
い
ス
タ
認
証
店
や
安
全
・
安

心
宣
言
施
設
の
利
用
を
推
奨
し
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
課
題
は

Q 

令
和
５
年
度
、
小
学
校
区
別
防
災
カ

ル
テ
を
更
新
す
る
が
、
更
新
作
業
に
至
る

背
景
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

防
災
カ
ル
テ
に
は
、
地
震
・
津
波
・

洪
水
・
土
砂
災
害
・
高
潮
に
対
応
し
た
地

域
の
特
徴
や
防
災
施
設
、
災
害
危
険
度
、

人
的
被
害
数
が
示
さ
れ
る
。
令
和
元
年
度

以
降
に
津
波
な
ど
の
新
し
い
浸
水
想
定
が

県
か
ら
公
表
さ
れ
、
災
害
危
険
度
や
避
難

対
象
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

Q 

防
災
カ
ル
テ
の
運
用
に
関
し
て
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
が

あ
る
の
か
を
明
確
化
、
視
覚
化
さ
れ
て
お

り
、
災
害
時
に
地
域
と
と
も
に
ど
の
よ
う

な
訓
練
が
有
効
か
検
討
し
、
訓
練
を
推
進

し
て
い
く
。

Q 

車
中
泊
ス
ペ
ー
ス
に
関
し
て
の
企
業

と
の
災
害
支
援
協
定
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

昨
年
度
、
ダ
イ
セ
ン
グ
ル
ー
プ
の
施

設
に
お
い
て
、
災
害
時
に
車
中
泊
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
協
定
締
結
で
き
た
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
て
開
設
し
て
い
く
。

Q 

一
色
さ
か
な
広
場
の
近
年
の
集
客
状

況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

A 

合
併
当
初
の
平
成
23
年
度
は
約
82
万

人
だ
っ
た
が
、
年
々
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍

後
、
顕
著
で
あ
る
。
来
場
者
は
、
団
体
旅

行
か
ら
個
人
旅
行
に
移
行
し
て
い
る
。

Q 
一
色
さ
か
な
広
場
周
辺
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
飲
食
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
要
望
を
多
く
聞
い
て
い
る
が
、
見
解
は

ど
の
よ
う
か
。

A 

広
場
周
辺
は
漁
港
区
域
と
な
っ
て
お

り
、
愛
知
県
漁
港
管
理
条
例
に
基
づ
き
、

個
別
事
案
ご
と
に
可
否
が
判
断
さ
れ
る
。

事
業
者
か
ら
具
体
的
な
計
画
が
示
さ
れ
た

ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q 

マ
ル
シ
ェ
等
開
催
の
場
合
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

A 

主
催
者
が
、
日
時
・
出
店
店
舗
数
・

利
用
場
所
の
計
画
を
作
成
し
、
さ
か
な
セ

ン
タ
ー
や
漁
協
と
の
調
整
後
、
県
に
申
請

す
る
。

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
向
上

を

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

本
郷　
照
代 

議
員

さ
か
な
広
場
周
辺
活
性
化
を
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Q 

令
和
４
年
度
新
た
に
行
っ
た
取
組
は

何
か
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
命
大
使

の
左
右
田
薫
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
寄
附
者

へ
の
お
礼
状
用
封
筒
を
は
じ
め
、
メ
ル
マ

ガ
の
発
行
、
市
外
転
出
者
へ
の
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
新
規
寄
附
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

に
つ
な
が
る
取
組
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
中
に
旅
先
納
税
の
一
環
と
し

て
、
寄
附
者
が
訪
問
先
で
の
宿
泊
や
レ

ジ
ャ
ー
、
食
事
で
利
用
で
き
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
返
礼
品
と

し
て
「
チ
ョ
イ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

Q 

令
和
５
年
度
か
ら
計
画
し
て
い
る
新

た
な
取
組
、
考
え
て
い
る
戦
略
施
策
は
あ

る
か
。

A 
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
新
た
な
広
告

枠
の
利
用
や
、
返
礼
品
掲
載
ペ
ー
ジ
の
視

認
性
を
高
め
る
作
り
込
み
の
ほ
か
、
旅
先

納
税
の
充
実
で
「
さ
と
ふ
る
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
商
品
券
」
の
導
入
に
取
り
組
み
、
さ
ら

な
る
寄
附
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。

Q 

碧
南
市
や
幸
田
町
の
実
績
か
ら
何
か

参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

A 

碧
南
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
主
力

と
な
る
返
礼
品
が
ウ
ナ
ギ
や
米
な
ど
の
食

料
品
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
本
市
と
共
通
の

特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
意
見

交
換
を
し
て
い
る
。
県
内
自
治
体
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
寄
附
額
を
誇
り
、
他
自
治
体
に

先
駆
け
、
先
進
的
な
取
組
を
実
施
し
て
き

た
碧
南
市
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
主
力

返
礼
品
の
定
期
便
の
推
進
や
、
人
気
返
礼

品
の
開
拓
な
ど
の
取
組
は
参
考
に
し
て
い

る
。
幸
田
町
は
、
本
市
の
特
徴
と
は
異
な

る
こ
と
か
ら
、
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は

特
に
な
い
。

Q 

自
分
の
た
め
で
な
く
誰
か
の
た
め
の

返
礼
品
「
思
い
や
り
型
返
礼
品
」
に
つ
い

て
本
市
の
導
入
の
考
え
は
。

A 

困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け
や
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
誰
か
の
た
め
の

返
礼
品
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
検
討

す
る
。

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

福
西　
章
人 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

小
林　
孝
幸 

議
員

Q 

「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
エ
キ
ニ
シ
」
を
実

施
し
た
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

令
和
４
年
11
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
16
日
間
で
５
千
人
以
上

の
来
場
が
あ
り
、
出
店
者
と
来
場
者
と
も

に
７
割
以
上
の
方
か
ら
「
今
後
も
実
施
し

て
ほ
し
い
」と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
こ
の
社
会

実
験
を
令
和
５
年
３
月
ま
で
延
長
し
、
令

和
４
年
12
月
末
ま
で
に
18
事
業
者
の
出
店

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
店
者
の
う
ち
10
事

業
者
か
ら
ま
ち
な
か
へ
実
店
舗
を
出
店
し

た
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q 

ま
ち
な
か
へ
の
空
き
店
舗
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
に
対
し
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

A 

令
和
４
年
度
か
ら
空
き
店
舗
等
活
用

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
元
商
店
街
や
関

係
団
体
と
連
携
し
て
活
用
で
き
る
空
き
店

舗
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

活
動
の
中
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
趣

旨
や
目
的
を
説
明
し
、
貸
し
て
い
た
だ
け

る
店
舗
を
見
つ
け
て
、
出
店
希
望
者
の
条

件
等
を
伺
い
な
が
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

し
て
い
く
。

Q 

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
事

業
の
目
的
と
実
施
し
た
結
果
は
ど
の
よ
う

か
。

A 
本
事
業
は
令
和
４
年
５
月
か
ら
実
施

を
し
て
い
る
社
会
実
験
で
あ
り
、
令
和
５

年
１
月
末
時
点
で
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
が
41

団
体
、
利
用
件
数
が
72
件
あ
っ
た
。
ま
ず

令
和
５
年
度
は
、
利
用
者
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
本
制
度
の
延
長
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
く
。

詳細は
スマホで
チェック!

中
心
市
街
地
活
性
化
に

向
け
た
社
会
実
験
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
た
戦
略
施
策
は



7

Q A&一般質問

詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

佐
々
木 

映
美 

議
員

Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し

て
何
を
期
待
す
る
か
。

A 

学
校
運
営
に
建
設
的
な
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
子
供
に
と
っ
て
は
地
域

の
人
・
も
の
・
こ
と
を
活
用
し
た
学
び
や

体
験
活
動
が
充
実
し
、
自
己
肯
定
感
や
他

人
を
思
い
や
る
心
の
伸
長
が
期
待
で
き
る
。

教
員
に
と
っ
て
は
、
子
供
と
向
き
合
う
時

間
の
確
保
、
保
護
者
に
と
っ
て
は
地
域
の
中

で
子
供
た
ち
が
育
て
ら
れ
る
と
い
う
安
心

感
が
期
待
で
き
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て

は
、
自
身
が
持
つ
経
験
を
生
か
す
こ
と
で
、

生
き
が
い
や
自
己
有
用
感
の
高
ま
り
が
得

ら
れ
る
。

Q 

地
域
と
共
に
学
校
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
は
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の

存
在
が
必
要
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A 

学
校
と
地
域
が
連
携
、
協
働
し
て
様
々

な
活
動
の
実
施
に
導
く
た
め
に
は
、
橋
渡

し
と
な
る
推
進
員
の
存
在
が
大
変
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
推
進
員
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
幅
広
い
役
割
を
担
う
た
め
、

負
担
が
大
き
く
人
材
を
探
す
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。

Q 

予
約
区
分
が
、
午
前
・
午
後
・
夜
間

し
か
な
い
が
、
細
か
く
分
け
る
こ
と
を
検

討
し
な
い
か
。

A 

利
用
区
分
の
細
分
化
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
。

Q 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
開
始
に
伴
い

事
前
払
い
と
な
っ
た
が
、
今
ま
で
ど
お
り

利
用
日
当
日
の
支
払
い
に
し
な
い
か
。

A 

不
必
要
な
予
約
が
増
え
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
、
事
前
払
い
に
変
更
し
た
。

Q 

一部
の
生
涯
学
習
施
設
に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た

貸
室
の一部
に
も
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
検

討
し
な
い
か
。

A 

矢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
５
施
設

の
ロ
ビ
ー
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
に
整
備
予
定

で
あ
る
。
貸
室
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

地
域
と
共
に
学
校
づ
く
り
を

Q 

水
道
基
本
料
金
の
無
料
化
に
つ
い
て
、

住
民
か
ら
「
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

を
聞
く
が
、長
引
く
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

水
道
事
業
単
独
で
の
基
本
料
金
を
は

じ
め
と
し
た
料
金
の
無
料
化
は
考
え
て
な

い
。

Q 

市
内
の
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
に

対
す
る
本
市
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
今
後
、
新
た
な
新
型
コ
ロ
ナ
・
物
価
高

騰
対
策
の
支
援
策
を
考
え
な
い
か
。

A 

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
に
対
し
て
、

令
和
４
年
度
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
者

応
援
補
助
金
」
と
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
事
業
者
支
援
補
助
金
」
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
の
支
援
策
と
し
て
、
事

業
者
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
国
や
県
の

支
援
制
度
を
情
報
収
集
し
、
効
果
的
な
事

業
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

教
育
費
の
負
担
が
大
き
い
世
帯
へ
の

支
援
と
し
て
、
中
学
校
給
食
を
無
償
化
に

し
な
い
か
。

A 

給
食
費
の
無
償
化
で
は
な
く
、
老
朽

化
し
た
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
、
安
心
で

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
優
先
す
る
。

Q 

各
種
支
援
情
報
に
つ
い
て
、
市
民
が

理
解
し
や
す
い
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
支
援
情
報
一
覧
を
掲
載
し
な
い
か
。

A 

市
民
が
必
要
な
情
報
に
早
く
到
達
で

き
る
よ
う
、
今
後
は
、
各
部
局
が
発
信
し

て
い
る
支
援
情
報
を
集
約
し
た
一
覧
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
物
価
高
騰
対
策
支
援
に
関
す
る

バ
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

Q 

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
組
と
し
て「
公

共
冷
蔵
庫
」
を
設
置
し
な
い
か
。

A 

誰
で
も
利
用
で
き
る
冷
蔵
庫
の
設
置

と
な
れ
ば
課
題
が
多
く
、
現
状
で
は
困
難

で
あ
る
。
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
と
提
携
し
て
食
材
等
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

Q 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
家
事
の

負
担
軽
減
を
目
指
さ
な
い
か
。

A 

兵
庫
県
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
始

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
適
当
で

あ
る
か
を
検
討
し
、
判
断
し
て
い
く
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

市
民
が
利
用
し
や
す
い
生
涯

学
習
施
設
に

「
食
」
に
関
す
る
取
組
は

詳細は
スマホで
チェック!

新
政
令
和

中
村　
直
行 

議
員
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Q 

市
民
か
ら
の
道
路
の
草
刈
り
要
望
に

ど
れ
ほ
ど
応
え
て
い
る
か
。

A 

83
件
を
実
施
し
、
実
施
率
は
65
％
程

度
で
あ
る
。
今
後
、
維
持
管
理
の
体
制
の

強
化
を
図
る
。

Q 

町
内
会
か
ら
の
要
望
が
な
く
て
も
草

刈
り
を
実
施
す
る
定
期
的
な
路
線
を
増
や

さ
な
い
か
。

A 

繰
り
返
し
要
望
が
提
出
さ
れ
る
路
線

に
つ
い
て
は
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q 

信
号
機
の
設
置
要
望
に
対
し
、
ど
れ

ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
と

し
て
の
対
策
は
ど
う
か
。

A 

町
内
会
か
ら
の
要
望
を
警
察
署
に
提

出
し
た
件
数
は
、
令
和
２
年
か
ら
の
３
年

間
で
57
件
で
あ
る
が
、
新
設
は
な
い
。
市

と
し
て
も
な
ん
と
か
付
け
れ
な
い
か
現
場

に
行
っ
て
確
認
し
て
い
る
。

Q 
第
８
期
に
生
じ
た
基
金
や
繰
越
金
は

第
９
期
の
事
業
に
充
て
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
ど
う
か
。

A 

繰
越
金
は
、
事
業
費
に
充
て
る
金
額
を

一層
明
確
に
し
て
い
く
。
基
金
は
２
０
２
５

年
度
問
題
に
備
え
、
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

Q 

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
３
年
間
の

計
画
を
推
計
し
保
険
料
を
定
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
第
８
期
で
は
、
給
付
見
込
み

が
過
大
で
あ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

A 

令
和
３
年
度
は
、
計
画
見
込
額
に
対

し
、
決
算
額
は
約
３
億
７
千
万
円
少
な

か
っ
た
。
第
９
期
事
業
計
画
に
は
、
計
画

見
込
額
と
決
算
額
と
の
乖
離
を
把
握
し
、

適
正
な
推
計
に
努
め
る
。

Q 

公
共
交
通
の
あ
る
事
業
者
に
よ
る
定

員
超
過
の
運
行
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A 

定
員
超
過
に
は
、
予
備
車
両
な
ど
で

対
応
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
安
全
な
運

行
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。

関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。

Q 

定
員
超
過
の
違
反
や
修
繕
の
遅
れ
な

ど
に
、
市
が
厳
し
く
指
導
で
き
る
よ
う
委

託
契
約
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

契
約
の
中
身
に
つ
い
て
再
検
討
し
た

い
。

Q 

子
ど
も
食
堂
で
の
相
談
に
対
し
て
、
支

援
に
結
び
付
け
る
た
め
の
対
応
策
が
必
要
と

思
う
が
ど
の
よ
う
か
。

A 

子
ど
も
食
堂
で
支
援
が
必
要
な
家
庭
を

把
握
し
た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
が
支
援

を
行
う
所
管
部
署
を
紹
介
す
る
な
ど
の
パ
イ

プ
役
と
な
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

Q 

生
活
困
窮
世
帯
の
学
習
支
援
を
す
る
、

西
尾
市
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の
拡
充
を
考
え

な
い
か
。

A 

中
学
生
が
遠
く
か
ら
通
う
の
を
憂
慮
し

て
、他
の
地
域
へ
拡
大
を
望
む
声
も
あ
る
が
、

現
状
維
持
が
精
一
杯
な
状
況
で
あ
る
。
今
後

民
間
主
体
に
よ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
用
が
で
き
れ
ば
、
拡
大
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q 

１
型
糖
尿
病
の
子
供
の
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
等
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
、
学
校
で
の

対
応
を
考
え
な
い
か
。

A 

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
児
童
の
安
心
・

安
全
な
学
校
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
１

型
糖
尿
病
の
児
童
へ
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q 

本
市
に
在
住
す
る
子
供
に
対
し
て
、
芸

術
文
化
全
国
大
会
等
出
場
者
激
励
費
を
交
付

す
る
制
度
を
創
設
し
な
い
か
。

A 

「
西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会
等

出
場
激
励
費
交
付
要
綱
」を
定
め
て
い
る
が
、

文
化
芸
術
分
野
に
制
度
は
な
い
。
小
中
高
生

の
部
活
動
等
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
子

供
達
を
激
励
す
る
た
め
、
来
年
度
に
激
励
金

を
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

Q 

個
別
に
実
施
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
相

談
支
援
を
一
本
化
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整

備
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

A 

各
相
談
窓
口
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
問
題
を
抱
え
た
当
事
者
が
、
ど
ん
な

形
で
あ
れ
関
わ
り
の
持
て
る
居
場
所
が
あ
る

こ
と
で
孤
立
化
を
防
ぎ
、
そ
こ
を
拠
点
と
し

て
様
々
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
こ
と
の
で

き
る
支
援
の
構
築
を
考
え
て
い
く
。

安
全
で
安
心
な
子
育
て
環
境

の
整
備
を

草
刈
り
な
ど
環
境
整
備
の
市

民
要
望
は

詳細は
スマホで
チェック!

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

前
田　
修 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

公
明
党
西
尾
市
議
団

大
塚 

久
美
子 

議
員

支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域

社
会
の
構
築
を

公
共
交
通
に
つ
い
て

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

は
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詳細は
スマホで
チェック!

西
尾
み
ら
い

黒
辺　
一
彦 

議
員

Q 

市
道
細
池
須
脇
６
号
線
及
び
市
道
斉
藤

市
子
６
号
線
の
進
捗
と
国
道
２
４
７
号
ま

で
の
整
備
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

細
池
須
脇
６
号
線
の
用
地
は
取
得
済
み

で
、
現
在
は
北
方
向
の
衣
浦
岡
崎
線
ま
で

の
整
備
に
着
手
し
、
進
捗
率
は
31
％
で
あ

る
。
斉
藤
市
子
６
号
線
に
つ
い
て
は
、
用

地
補
償
と
と
も
に
工
事
も
進
め
て
お
り
、

現
在
ま
で
の
用
地
取
得
率
は
95
％
で
進
捗

率
は
62
％
と
な
っ
て
い
る
。
２
４
７
号
ま

で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
部
現
道
利
用

も
含
め
て
地
権
者
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

Q 

構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
名
古
屋
三
河

道
路
が
本
市
に
及
ぼ
す
効
果
は
ど
の
よ
う

か
。

A 

高
規
格
道
路
と
し
て
知
多
地
域
と
西
三

河
地
域
を
東
西
に
貫
く
道
路
と
し
て
計
画

さ
れ
て
お
り
、
本
市
を
含
む
西
三
河
地
域

に
お
い
て
国
道
23
号
の
渋
滞
緩
和
に
よ
る

物
流
の
効
率
化
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

Q 

福
地
駅
移
転
も
視
野
に
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
な
い
か
。

A 

駅
移
転
に
は
、
利
用
状
況
、
駅
周
辺
整

備
な
ど
総
合
的
な
視
点
で
そ
の
必
要
性
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
検
討
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
鉄
道
事
業
者
と
の
長
期
間
に

わ
た
る
協
議
調
整
や
莫
大
な
投
資
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
極
め
て
難
し
い
と
考
え
る
。

Q 

小
・
中
学
校
に
お
け
る
、
マ
ス
ク
着
用

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

県
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
各
校
の
実

態
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
体
育
や
屋
外

の
活
動
な
ど
で
は
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
を

推
奨
す
る
よ
う
に
通
知
し
た
。
卒
業
式
に

お
い
て
も
、
式
典
全
体
を
通
じ
て
マ
ス
ク

を
外
す
こ
と
を
基
本
と
し
、
一
定
の
感
染

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
適
切
に
実
施
す
る
。

今
後
も
国
や
県
か
ら
の
通
知
内
容
を
踏
ま

え
て
、
各
学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

道
路
整
備
と
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
は

Q 

エ
リ
ア
プ
ラ
ン
西
尾
に
委
ね
る
と
、

リ
ス
ク
が
極
め
て
大
き
く
な
る
と
の
答
弁

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
、
ど
の
程

度
大
き
く
な
る
の
か
。

A 

リ
ス
ク
は
複
数
の
企
業
に
委
ね
た
場

合
に
比
べ
て
大
き
く
な
る
。

Q 

民
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
。

A 

市
長
の
再
選
に
よ
り
民
意
を
受
け
た
。

Q 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
入
っ
た
当
初
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
吉
良
支
所
棟
の
設
置
に

吉
良
地
区
の
方
々
は
50
％
ほ
ど
要
望
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

A 

必
要
で
な
い
と
の
回
答
が
51
・
７
％

ほ
ど
だ
っ
た
。

Q 

①
リ
ス
ク
が
極
め
て
大
き
く
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
②
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
な

じ
ま
な
い
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る

包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
ス
キ
ー
ム
策

定
③
第
１
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
国
の
特
定

事
業
選
定
を
受
け
た
の
は
誰
か
。
④
そ
の

計
画
を
公
表
し
、
民
間
事
業
者
に
募
集
を

か
け
た
の
は
ど
こ
か
。

A 

①
～
③
は
西
尾
市
で
あ
る
。
④
は
把

握
し
て
い
な
い
。

Q 

④
も
西
尾
市
で
あ
る
。
次
に
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
見
直
し
問
題
で
、
市
は
「
問
題
の

解
決
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
す
る
が
、「
問

題
が
解
決
し
た
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態

と
考
え
て
い
る
の
か
。

A 

エ
リ
ア
プ
ラ
ン
西
尾
が
契
約
解
除
を

受
け
入
れ
、
損
害
賠
償
額
を
確
定
し
、
支

払
い
が
済
む
こ
と
。
併
せ
て
、
係
属
中
の

訴
訟
が
終
結
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

Q 

事
業
者
へ
の
賠
償
額
は
、「
試
算
し
て

あ
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
額
は
い
つ

市
民
に
説
明
す
る
の
か
。

A 

公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 

訴
訟
で
事
業
者
が
控
訴
し
た
と
き
も
、

仮
処
分
の
却
下
決
定
に
抗
告
し
た
と
き
も

市
長
は「
問
題
解
決
が
遠
の
い
た
」と
言
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
市
側
に
不
利
な
判
断

が
出
た
場
合
、
早
期
解
決
が
遠
の
い
た
と

事
業
者
側
を
非
難
し
た
市
側
は
控
訴
し
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

A 

判
決
書
の
内
容
を
精
査
し
、
対
応
を

検
討
す
る
。

Q 

権
限
と
権
力
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の

責
任
も
負
う
と
い
う
こ
と
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

基
本
的
に
そ
う
い
う
事
だ
と
思
う
。

投
げ
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

見
直
し
問
題

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
備
え

を

詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

中
村　
眞
一 

議
員
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詳細は
スマホで
チェック!

無
所
属

鈴
木 

規
子 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

新
し
い
風

牧　
一
心 

議
員

Q 

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
15
％
に
止

ま
り
、
基
本
計
画
に
お
け
る
令
和
８
年
の

目
標
も
16
・
５
％
に
下
方
修
正
さ
れ
た
。

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

A 

燃
え
る
ご
み
の
う
ち
40
％
を
占
め
る

紙
類
を
「
雑
が
み
」
と
し
て
回
収
を
始
め

た
。
汚
れ
た
紙
や
紙
お
む
つ
以
外
は
す
べ

て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
。
12
月
の
回
収
量

は
昨
年
の
２
倍
に
増
え
た
の
で
、
今
後
も

積
極
的
に
周
知
に
努
め
た
い
。

Q 

常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３
支
所

な
ど
に
増
や
さ
な
い
か
。
商
業
施
設
に
も

増
や
せ
な
い
か
。

A 

ま
ず
は
今
あ
る
市
役
所
・
平
坂
、
米

津
と
吉
良
に
つ
い
て
利
用
増
を
図
り
た
い
。

Q 

本
市
の
市
民
１
人
１
日
当
り
の
家
庭

ご
み
６
８
０
グ
ラ
ム
は
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
。

汚
名
返
上
が
急
が
れ
る
。
国
が
求
め
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
、
草
木
類
は
ど
う
か
。

事
業
系
ご
み
に
も
産
廃
混
入
が
あ
る
と
聞

く
。
検
査
を
強
化
し
、
改
善
し
な
い
か
。

A 

家
庭
ご
み
は
水
切
り
す
れ
ば
半
分
の

量
に
な
る
。
プ
ラ
回
収
は
令
和
８
年
目
標

を
早
め
る
努
力
し
、
家
具
類
は
新
年
度

か
ら
チ
ッ
プ
化
す
る
。
草
木
は
検
討
課
題
。

事
業
系
ご
み
の
検
査
は
回
数
を
増
や
す
。

Q 

市
の
緑
化
基
金
１
億
円
は
積
み
増
し

も
取
崩
し
も
な
く
、
宝
の
持
ち
腐
れ
で
勿

体
な
い
。「
令
和
の
森
」
を
造
ら
な
い
か
。

A 

「
令
和
の
森
」
は
考
え
て
い
な
い
が
、

街
路
樹
や
公
園
に
有
効
活
用
し
た
い
。

Q 

文
化
会
館
北
側
に
は
か
つ
て
市
の
木

の
「
く
す
の
き
」
が
沢
山
あ
っ
た
。
大
規

模
改
修
と
並
行
し
て
適
切
な
植
樹
を
進
め

な
い
の
か
。

A 

中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
替
え
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
も
併
せ
、

二
の
沢
川
の
遊
歩
道
と
文
化
会
館
周
辺
が

憩
い
の
場
、
緑
の
多
い
文
化
拠
点
と
な
る

よ
う
植
樹
し
て
、
緑
地
帯
と
し
て
い
く
。

Q 

み
ど
り
川
周
辺
の
桜
の
木
は
老
木
と

な
り
、
寄
附
に
よ
る
若
木
も
維
持
管
理
が

不
十
分
。
植
樹
の
ル
ー
ル
を
作
る
べ
き
。

A 

老
木
は
簡
易
診
断
を
し
な
が
ら
保
全

に
努
め
て
い
く
。
若
木
も
樹
勢
に
適
し
た

植
栽
方
法
や
管
理
策
を
取
り
入
れ
た
い
。

Q 

子
供
の
登
園
準
備
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
手
ぶ
ら
登
園
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
な
い
か
。

A 

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
保
護
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
後
ろ
向
き
な
意
見
も
あ
っ
た

が
「
利
用
し
た
い
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。
導
入

し
て
い
る
園
へ
の
視
察
な
ど
を
行
っ
て
、
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

Q 

病
児
保
育
の
受
入
可
能
な
施
設
と
連
携
し

て
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
な
い
か
。

A 

本
市
の
実
施
施
設
を
運
営
す
る
事
業
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
流
山
市
の
よ
う
に
活

動
内
容
を
動
画
で
公
開
し
た
り
、
会
員
の
呼

び
名
を
蒲
郡
市
の
よ
う
に
「
お
ね
が
い
会
員
・

ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
」
と
分
か

り
や
す
く
変
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

A 

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
会
員
の
名

称
に
つ
い
て
は
、
長
年
使
用
し
、
慣
れ
親
し

ん
だ
も
の
な
の
で
、
変
更
に
は
支
障
も
生
じ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
参
考
と
し

て
い
く
。

Q 

市
が
現
在
、
街
路
灯
を
除
き
、
公
共
施
設

全
体
で
支
払
っ
て
い
る
電
気
料
金
は
幾
ら
か
。

A 

平
成
30
年
は
約
５
億
円
で
あ
っ
た
。
令
和

４
年
度
は
10
カ
月
分
で
約
８
億
６
千
万
円
で

あ
っ
た
。

Q 
現
在
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
て
い
る
施
設
は

ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

市
役
所
本
庁
舎
は
じ
め
14
施
設
で
あ
る
。

Q 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
た
施
設
で
実
施
前
後

の
電
気
料
金
は
ど
う
変
化
し
た
か
。

A 

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
中
央
体
育
館
の

削
減
率
は
約
48
％
で
あ
っ
た
。
料
金
単
価
が
同

じ
で
あ
れ
ば
約
半
減
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

Q 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
要
す
る
リ
ー
ス
料
を
電
気
料

金
の
削
減
分
で
補
う
と
し
た
場
合
の
減
価
償

却
期
間
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

償
却
期
間
は
８
年
間
余
り
で
あ
る
。

Q 

電
気
料
金
の
節
約
の
た
め
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

前
倒
し
し
な
い
か
。

A 

各
所
管
部
署
に
協
力
を
頂
き
、
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

遅
れ
て
い
る
西
尾
市
の
ご
み

の
分
別
・
減
量
を
ど
う
進
め

る
の
か

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
進
め
る
の
か

公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

計
画
を
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Q 

昨
年
12
月
に
蒲
郡
市
で
起
き
た
大
規

模
漏
水
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A 

水
道
管
老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
が
原
因

で
、
本
市
で
も
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
は
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
計
画
的
更
新
が
必
要
。

Q 

水
道
管
の
老
朽
化
状
況
と
、
更
新
に

必
要
な
コ
ス
ト
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

法
定
耐
用
年
数
40
年
を
経
過
し
た
割

合
は
全
延
長
の
25
．
１
％
で
、
今
後
50
年

間
で
約
１
千
億
円
と
な
る
見
込
み
。

Q 

現
状
の
水
道
管
更
新
工
事
の
ペ
ー
ス

や
コ
ス
ト
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

令
和
３
年
度
実
績
で
約
６
億
３
千
万

円
、
全
延
長
の
０
．
63
％
で
あ
る
。

Q 

老
朽
化
率
改
善
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

A 

西
尾
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
お

い
て
、
事
業
量
や
期
間
、
財
源
の
在
り
方

の
検
討
・
審
議
を
経
て
、
今
後
の
事
業
経

営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

Q 

西
尾
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

に
お
い
て
、
公
共
施
設
に
お
け
る
令
和
12

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
平
成

25
年
度
比
で
40
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
直

近
の
削
減
状
況
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

約
６
％
の
削
減
に
と
ど
ま
る
。

Q 

照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
削
減
効

果
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

市
役
所
本
庁
舎
等
の
７
施
設
で
約
２
％

程
度
の
削
減
効
果
が
現
れ
た
。

Q 

削
減
が
大
き
く
進
ん
だ
施
設
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

A 

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
削
減

率
約
60
％
で
、
プ
ー
ル
閉
鎖
が
要
因
。

Q 

温
水
プ
ー
ル
を
新
設
す
る
場
合
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

A 

現
時
点
で
は
諸
条
件
が
分
か
ら
ず
積

算
困
難
で
あ
る
。

Q 

コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
も
考
慮
し
て
公
共
施
設
再
配
置
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

公
共
施
設
再
配
置
に
お
い
て
も
削
減

を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

無
所
属

杉
浦　
功
記 

議
員

詳細は
スマホで
チェック!

Q 

開
発
同
意
書
で
は
売
渡
後
に
廃
棄
物

が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
「
旧
地
権
者
が
自

費
で
責
任
を
負
っ
て
撤
去
」
す
る
こ
と
で

間
違
い
な
い
か
。

A 

そ
の
通
り
で
、
廃
棄
物
処
理
法
上
、

不
法
投
棄
も
旧
地
権
者
が
排
出
者
と
な
る
。

Q 

県
企
業
庁
と
旧
地
権
者
と
の
話
し
合

い
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
。

A 

特
に
何
も
承
知
し
て
い
な
い
。

Q 

不
法
投
棄
と
判
断
し
た
基
準
と
調
査

は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
。

A 

警
察
な
ど
へ
の
通
報
な
ど
は
せ
ず
、

現
地
写
真
に
よ
り
、
地
権
者
へ
の
聞
き
取

り
を
基
に
判
断
し
た
。

Q 

瑕
疵
担
保
責
任
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
ど
う
か
。

A 

不
法
投
棄
さ
れ
、
行
為
者
及
び
排
出

者
不
明
の
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

法
律
上
の
義
務
者
の
規
定
は
な
い
。

Q 

（
株
）
デ
ン
ソ
ー
、
県
企
業
庁
、
本
市

間
で
締
結
し
た
基
本
協
定
書
で
は
、
撤
去

が
さ
れ
な
い
も
の
は
県
と
市
の
双
方
負
担

と
な
っ
て
い
る
の
に
、
市
が
全
部
負
担
す

る
こ
と
を
決
め
た
決
裁
日
は
お
か
し
く
な

い
か
。

A 

基
本
協
定
書
は
そ
の
通
り
だ
が
、
市

が
全
部
処
理
費
を
負
担
す
る
方
針
が
た
ま

た
ま
同
じ
日
に
な
っ
た
。

Q 

事
前
調
査
で
は
、
土
中
の
廃
棄
物
の

確
認
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A 

現
場
は
谷
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に

廃
棄
物
が
あ
る
と
市
は
承
知
し
て
い
た
。

工
事
が
始
ま
っ
て
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た

も
の
で
は
な
い
。

Q 

民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
か
。
な
ぜ
支
援
員
や
保
護

者
の
意
見
も
聞
か
ず
に
進
め
る
の
か
。

A 

メ
リ
ッ
ト
は
職
員
の
安
定
的
確
保
な

ど
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
運
営
費
用
の
増
加

で
あ
る
。
運
営
業
務
の
民
間
委
託
計
画
は

実
施
主
体
の
市
の
責
任
に
お
い
て
行
う
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

駮
馬
瀬
戸
地
区
工
業
用
地
区

域
内
で
の
不
法
投
棄
は

そ
の
他
の
質
問

・
効
率
的
か
つ
実
現
可
能
な
水
泳
授
業

の
実
施
に
向
け
て

安
心
し
て
利
用
し
続
け
ら

れ
る
水
道
整
備
の
実
現
を

詳細は
スマホで
チェック!

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

牧
野　
次
郎 

議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
を

民
間
委
託
す
る
計
画
は

そ
の
他
の
質
問

・
岡
崎
西
尾
地
域
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
に
つ
い
て

・
医
療
的
ケ
ア
児
の
家
庭
へ
の
訪
問
看

護
費
用
助
成
制
度
実
施
を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
て
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詳細は
スマホで
チェック!

自
民
隆
盛
会

永
山　
英
人 

議
員

Q 

友
国
を
は
じ
め
、
岡
山
、
駮
馬
、
宮

迫
地
域
で
は
、
出
退
勤
時
間
帯
の
渋
滞
が

日
常
的
に
発
生
し
て
い
る
。
迂
回
道
路
や

道
路
改
良
な
ど
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う

か
。

A 

企
業
進
出
に
伴
う
通
勤
車
両
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
市
道
瀬
門
１
５
３
号

線
の
道
路
拡
幅
を
計
画
し
て
い
る
。

Q 

市
道
瀬
門
1
5
3
号
線
拡
幅
計
画
の

概
要
と
工
程
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

事
業
延
長
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
７
．
５
メ
ー
ト
ル
を
計
画
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
に
は
、
土
地
評
価
及
び
物
件

調
査
業
務
を
実
施
。
後
に
、
用
地
取
得
、

物
件
移
転
補
償
を
し
、
整
備
工
事
を
進
め

て
い
く
。

Q 

県
道
西
尾
幡
豆
線
の
道
路
整
備
も
進

み
、
吉
良
や
幡
豆
地
区
か
ら
の
交
通
の
便

が
良
く
な
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

A 

県
道
西
尾
幡
豆
線
バ
イ
パ
ス
は
、
２

路
線
の
通
行
ル
ー
ト
の
中
間
に
位
置
し
、

開
通
に
よ
り
通
行
車
両
が
分
散
さ
れ
、
渋

滞
緩
和
や
交
通
の
利
便
性
向
上
、
地
域
間

交
流
が
促
進
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

Q 

現
在
ま
で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た

業
務
と
そ
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

公
共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
対
象

施
設
の
拡
大
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
可

能
な
ス
マ
ー
ト
申
請
の
導
入
、
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
新
入
園
申
込
な
ど
で
、

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

Q 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
住
民
票
と

印
鑑
証
明
は
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
戸
籍
や
税
証
明
も
加
え
る

と
利
便
性
が
増
す
が
ど
う
か
。

A 

市
の
シ
ス
テ
ム
を
個
別
に
改
修
す
る

必
要
が
あ
り
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
は
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

Q 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関

な
ど
の
件
数
は
ど
の
よ
う
か
。

A 

２
月
５
日
時
点
で
、
市
内
の
医
療
機

関
49
件
の
う
ち
歯
科
26
件
、
薬
局
に
つ
い

て
は
41
件
で
あ
る
。

吉
良
町
友
国
、岡
山
地
域
な

ど
の
道
路
整
備
計
画
は

Q A&一般質問

女性議会

　コロナ禍で挙式ができなかったご夫婦に挙式の場を
提供し、お二人の門出を祝福する「市役所ウェディン
グ」が２月７日に市役所議場で開催されました。吉良
町在住の水谷夫婦は、両家の親族と中村市長、鈴木市
議会議長らが見守る中、永遠の愛を誓い合いました。
「議場で結婚式を挙げられるなんて夢にも思っていな
かった。市民の皆様が羨むような笑顔あふれる家族を
つくっていきたい」と新郎が謝辞を述べ、会場は温か
い拍手に包まれました。質問をする田中宏依さん

　市民の皆さんに市政への関心を深めていただくとと
もに、広く市民の声が届く市政の実現を目指すため、
11月25日に市役所議場で模擬議会形式による女性議
会を開催しました。佐々木映美議員が議長を務め、20
歳代から60歳代までの女性７人が日頃から感じてい
る課題やその課題を解決するためのアイデアなどを発
言し、市長などが答弁しました。１人15分以内という
限られた時間でしたが、不登校児対策と教育の幸福度
向上や、女性が活躍できる企業誘致と産業振興などを
テーマに、行政が抱える課題などについて情報共有を
図ることができました。

西尾市役所ウェディング
市制 70 周年記念

さ
ら
な
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
取
組
は

トピックス
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議員活動

西三河市議会議員合同研修
会に参加しました

　市議会の各常任委員会では、各委員会の所管する事
項について調査・研究するため、先進的な取組をする
自治体を視察しました。その成果を議員間で共有し、
また、市長部局や市民の皆様にお知らせすることを目
的に、１月17日に市役所議場で視察報告会を開催しま
した。
　行政視察の詳しい内容については、西尾市議会の
ホームページをご覧ください。

視察報告会の様子

　西三河９市議会による合同研修会が１月31日に豊
田市民文化会館で開催されました。
　室山哲也氏（日本科学ジャーナリスト会議会長）を
お招きし、「どうつくる？持続可能な社会～新型コロ
ナとＳＤＧｓ～」と題した講演をいただきました。
　地球温暖化・世界人口急増・温室効果ガスなどのお
話を交え、持続可能な社会を目指すための取組につい
てお聞きし、大変有意義な研修会でした。

視察報告会を開催しました

議員研修会を開催しました

議員研修会の様子

　社会的な問題として顕在化しているハラスメントに
対し、議員全員がその種類と内容を正しく理解する必
要があります。その防止対策を図るため「議会におけ
るハラスメント防止について」をテーマに、議員研修
会を３月23日に開催しました。
　講師の高橋慶氏（㈱インソース）からは、ハラスメ
ントに関する基礎知識のお話しのほか事例紹介もあ
り、市議会におけるハラスメント防止について留意す
ることなど多くのことを学びました。

合同研修会の様子
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議会報告会のご案内

５月 14 日（日曜日）　５月 14 日（日曜日）　議会報告会を開催します議会報告会を開催します

　西尾市議会では、市民に開かれたわかりやすい議会を実現するため、議会が議会活動の状況を市民の
皆様に直接報告・説明する「議会報告会」を５月14日（日曜日）午前10時から市役所51会議室で開催
します。当日は、市政に関する情報提供として、議会の活動をはじめ、令和５年３月定例会の議案等審
議状況の報告などを行い、質疑応答やご意見をお聴きする時間も設けます。
　定員は100人で、どなたでも参加できます。事前の申し込みは不要ですので、お気軽にご参加ください。
　また、オンラインでもご参加いただけます。
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厚生分科会

文教分科会

　予算とは地方公共団体の収入や支出の見積もりで、行政サービスの内容を示す重要な計画です。３月定例会の３月２日
に令和５年度当初予算が議案上程され、審議されました。その当初予算案は、予算決算委員会に付託されました。その後
４つの分科会に付託され、詳細に令和５年度予算や事業について審査を行いました。
　ここでは、主な審査内容についてご紹介します。

令和5年度当初予算と事業に関する審査

予算審査

社会福祉協議会とくるみ会に委託している。多くは人
件費が占めている。増額要因は、年々増加する相談件
数に対応するとともに、基幹相談支援センターとして
の機能を担うため、各法人が職員１人を増員するため。

A
障がい者相談支援事業委託料の増額理由は。Q

３１２万５千円の減額となっている理由は、令和４年度
計上していた備品購入費における歯科用レントゲン
５５０万円の購入が完了したことによるものである。

A
休日診療所運営事業費の減額理由は。Q

現在、矢曽根町にあるセンターの職員１名の増員、
来年度新たに一色町に設置する運営費の追加によ
るもの。新設のセンターに係る費用は２６３８万６千
円で、専門相談員３人の人件費、土地、建物の賃借
料、光熱水費、内装改修費など。期待する効果は問
題を抱えた人の相談支援の一層の充実を図ること
で、自立した生活を促進するものと考える。

A

地域活動支援センター負担金の増額理由と期
待する効果は。

Q

利用するにあたり、交通手段の確保が得られない
ような場合は、事業の利用回数に関係なく、利用合
計金額１万５千円までタクシー料金の助成する。

A
産後ケア事業の運用での変更点はどのようか。Q

地域の人による指導により体操を行う「まちの体
操教室」の実施箇所を拡充し、充実を図っていく。

A

地域介護予防活動支援事業の具体的な拡充、
充実施策は。

Q

吉良町にある地域包括支援センター吉良幡豆
が、４月から新たに幡豆支所１階に「はずサブセン
ター」を設置する。これに伴い、１人分の人件費と
光熱水費や事務経費を増額した。

A
地域包括支援センター運営事業委託料の増額理由は。Q

地域子育て支援センターの存在を知らないお母さ
んたちが、まだ多くいるということが課題である。
若いお母さんには大変有効なツールであるＬＩＮＥ
などを使った周知に引き続き力を入れていく。

A
地域子育て支援拠点事業について、課題と今後の方策は。Q

蔵書に貼付しているＩＣタグが発信する電波を検知
し、無断持ち出しの際に警告音が鳴る機器となる。
図書館本館の玄関にセキュリティゲートを設置し、
蔵書の盗難防止と盗難抑止を図る。

A

図書館運営事業について、セキュリティゲート
設置工事の４１８万４千円の詳細は。

Q

令和７年度開園予定の矢田保育園で５１人、伊文保育園
で75人、福地南部保育園で６６人、令和８年度開園予定
の平坂保育園で３０人、令和５年４月開園の吉田みやこ認
定こども園で３３人の３歳未満児の定員を予定している。

A

３歳未満児の受入枠拡大のため、いくつかの保
育園の建て替えをしていくとのことだが、それ
ぞれの定員規模は。

Q

教育アシスタントを５人増員して９５人に、日本語教
育支援員を２人増員して１６人に、スクールカウンセ
ラーを１人増員して４人に、外国語指導助手(ALT)を
１人増員して１２人配置していく予定。このように増
員計画を実現していくことで、きめ細やかな教育の
推進にさらに効果があるものと期待している。

A

きめ細やかな教育の推進事業について、来年度
配置人員を増員するが、その期待する効果は。

Q

ＮＨＫ大河ドラマの放映で注目される徳川家康に
関連して、吉良出身の武将・松井忠次を取り上げ
る。家康の信任厚かった武将を通して、ふるさとの
先人の活躍や関連する史跡などを初公開の資料と
ともに紹介し、西尾市の歴史の豊かさ、面白さを市
内外へ広くアピールする。

A

市制７０周年・岩瀬文庫リニューアル２０周年記
念特別展開催事業により、西尾市の魅力をど
のようにアピールしていくのか。

Q
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経済建設分科会

企画総務分科会

予算審査

西尾いきものふれあいの里の管理運営や自然環境
の保全、公共施設の照明器具のＬＥＤ化など地球温暖
化対策の推進など、将来に向けた環境を創造してい
くことが目的。今年度末で約１億５千万円を見込む。

A

未来環境創造基金積立事業の将来的な目標や
現在の積立額は。

Q

国が進める農業のあらゆる分野のデジタル化で、
市民が簡単に農地情報を入手できる体制に加え、
地域農業再生協議会や農業共済組合が連携し、効
率的な活用を検討している。

A

農業分野におけるＤＸ推進についての具体的
な取り組みは。

Q

この補助金は一般財団法人自治総合センターから
の補助率１００％の助成金である。定額ではなく申
請団体は毎年変わり、今年度分申請では、公民館
建設のための１５００万円の申請がなかったため。

A

コミュニティ助成補助金が前年に比べて
１４００万円減っている理由は。

Q

こどもの国駅前の広場は地元町内会から改善要
望が出ている。駅前広場は名鉄所有のため協議が
必要であるが、市費で側溝を掘るなど排水を促す
工事を予定している。

A
こどもの国駅浸水対策工事の詳細は。Q

新規就業者の少ない活魚を対象とした底引き網漁
業や刺し網漁業で、新規就業者に育成するために
係る経費を雇用主に対して、補助金額は1回に限り
定額72万円で、4人分を計上している。

A
 新規漁業就業者育成事業費補助金の詳細は。Q

道路損傷等について、市民から直接LINEで市に通
報してもらうものである。

A
危険箇所のLINE通報機能追加事業の概要はどのようか。Q個人市民税は全般的に回復基調にあると推測で

き、現年課税分が前年度比で約５億９０００万円の増
となると見込んだものである。今後は、個人所得は
向上していく傾向にあると期待しているが、まだコ
ロナ禍が完全に終息したとは言えない状況や、半
導体等の原材料不足が解消していないことからま
だまだ楽観視できる状況にはない。

A
個人市民税の増額と今後の見通しはどのようか。Q

既設消火栓１４基の更新に係る負担金が大半で、令
和5年度は１基を戸ヶ崎五丁目地内に設置する計画
である。市内の消火栓は１８１０基である。

A

消火栓建設費負担金約１４００万円の詳細はどのよう
か。また市内全域において、消火栓は何か所あるか。

Q

基本計画は令和５年９月ごろの策定予定である。ま
た、新たに事業者選定業務に取り組み、新たに委員会
を設置し、２年ほどかけて審議していく。この他に、施
設建設に必要な地質や地下水質などの調査を行う。

A

広域ごみ処理施設整備事業について、事業全
般の進行度は。

Q

コロナ禍において新規に設備投資を行う中小企業
への国の支援策である、生産性革命の実現に向け
た償却資産等に係る固定資産税の減収分を補填
するために交付されるものである。この予算は令
和４年度の決算見込額を基準に計上している。

A

新型コロナ感染症対策地方税減収補填特別交
付金２５００万円の内容はどのようか。

Q

申請件数１５０件、事業費は１０５万円を見込んでいる。A

特殊詐欺対策装置購入費補助金の申請見込み
はどれくらいか。

Q

40団体から計約３６００万円の申請があった。A

市制70周年記念市民公募事業補助金の公募
状況はどのようか。

Q

専門委員会で検討している広域ごみ処理施設の
施設整備基本計画の策定と愛知県環境影響評価
条例に基づき実施する環境影響評価を業務委託
するもの。令和４年度から７年度まで債務負担行為
を設定しており、５年度分の支払いを計上した。

A

廃棄物処理施設整備基本計画策定と環境影響
評価業務の詳細は。

Q

本市の魅力を紹介するプロモーション動画の作成や、名鉄
名古屋駅構内でのPRキャラバン実施等に伴う費用である。

A

西尾おもてなしプロモーション業務
委託の事業内容はどのようか。

Q

市税の現年課税分が未納入の方への連絡を民間
業者に委託するものである。

A
納税コールセンターの委託内容はどのようか。Q
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審議結果

3月定例会に提出された陳情書02

陳情書

西尾市立中学校の制服について保護者に良質で安価な制服を提供されるようについての陳情書 不 採 択
「保育・障害・高齢職場で働くすべての職員が賃金を引き上げられる補助金を求める意見書」提出を求める陳情 議長預かり
日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情 議長預かり
庁舎内での職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を禁止するように求める陳情 不 採 択
予防接種健康被害救済制度の市民への周知徹底を求める陳情 不 採 択
ミャンマーの民主活動家に対する死刑執行の即時中止に向けた日本政府の緊急対応を求める意見書の提出を求める陳情書 趣旨採択

令和5年度
当初予算

令和５年度西尾市一般会計予算
令和５年度西尾市国民健康保険特別会計予算
令和５年度西尾市介護保険特別会計予算
令和５年度西尾市後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度西尾市佐久島診療所事業特別会計予算
令和５年度西尾市病院事業会計予算
令和５年度西尾市水道事業会計予算
令和５年度西尾市下水道事業会計予算
令和５年度西尾市渡船事業会計予算

令和4年度
補正予算

令和４年度西尾市一般会計補正予算（第 10号）
令和４年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和４年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度西尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度西尾市病院事業会計補正予算（第２号）
令和４年度西尾市水道事業会計補正予算（第４号）
令和４年度西尾市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度西尾市一般会計補正予算（第 11号）

条例など

西尾市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について
西尾市まち・ひと・しごと創生基金に関する条例の制定について
西尾市土砂等の埋立て等の規制に関する条例の制定について
西尾市市民活動センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
西尾勤労会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市佐久島開発総合センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市佐久島弁天サロンの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市幡豆いきいきセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市文化交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市歴史公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市都市公園内体育施設の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市津波避難施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
市道路線の認定について
辺地総合整備計画の策定について
西尾市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
西尾市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について

3月定例会で審議され可決された議案等01

令和5年度
補正予算 令和5年度西尾市一般会計補正予算（第１号）
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３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方

針
に
対
す
る
代
表
質
問
や
一
般
質
問
、

過
去
最
大
規
模
の
令
和
５
年
度
一
般
会

計
予
算
や
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
各
議
案
の
慎
重
審
議
を
行

い
、全
て
の
議
案
を
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

　

表
紙
に
あ
る
議
会
報
告
会
は
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
活

動
の
報
告
や
市
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
議
員
と
市
民
で
情
報
や
意
見
の
交
換

を
行
う
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

西
尾
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
分
か
り
や
す
い
議
会
を
実
現
す
る
た

め
、
議
会
活
動
の
状
況
を
市
民
の
皆
様

に
議
員
が
直
接
報
告
・
説
明
す
る
議
会

報
告
会
を
５
月
14
日
（
日
曜
日
）
に
市

役
所
で
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
に
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
参
加
頂
け
る
よ
う
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て

同
時
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
加

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員

◎
磯
部　
雅
弘　

	

◯
牧　
　
一
心

	

佐
々
木
映
美	

中
村　
直
行

	

犬
飼　
勝
博	

　

青
山　
繁

	

松
崎　
隆
治	

大
塚
久
美
子

	

松
井
晋
一
郎	

前
田　
修

（
◎
委
員
長　
◯
副
委
員
長
）

※
一
般
質
問
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
質

問
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
も
と

に
作
成
し
て
い
ま
す
。

西
尾
市
議
会 

広
報
委
員
会

電　
話	

6
5
 - 

2
1
8
2

F
A
X	

5
4
 - 

0
3
1
1

編
集
室
No.150

議案名
議
決
結
果

会派・議員名・表決態度
新政令和 新しい風 西尾みらい 自民隆盛会 共産党 公明党 無所属

神
谷　
庄
二

鈴
木　
正
章

稲
垣　
一
夫

松
井
晋
一
郎

渡
辺　
信
行

本
郷　
照
代

青
山　
　
繁

中
村　
直
行

中
根　
志
信

中
根　
文
彦

小
林　
孝
幸

福
西　
章
人

牧　
　
一
心

磯
部　
雅
弘

藤
井　
基
夫

黒
辺　
一
彦

山
本　
道
代

永
山　
英
人

神
谷　
雅
章

松
崎　
隆
治

牧
野　
次
郎

前
田　
　
修

大
河
内
博
之

大
塚
久
美
子

筒
井　
　
登

鈴
木　
規
子

中
村　
眞
一

犬
飼　
勝
博

佐
々
木
映
美

杉
浦　
功
記

西尾市総合福祉センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯

※

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市公民館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市地域交流センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市市民活動センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾勤労会館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市佐久島開発総合センターの設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市佐久島弁天サロンの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市文化交流センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市歴史公園の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市体育施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

西尾市都市公園内体育施設の管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

ミャンマーの民主活動家に対する死刑執
行の即時中止に向けた日本政府の緊急対
応を求める意見書の提出を求める陳情書

趣
旨
採
択

趣
旨

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨×

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨◯

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨◯◯

趣
旨
趣
旨◯◯

趣
旨
趣
旨
趣
旨
趣
旨

西尾市長等の損害賠償責任の一部
免責に関する条例の制定について

可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯◯×

令和５年度西尾市一般会計予算 可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯×◯◯××

令和５年度西尾市国民健康保険特別会計予算 可決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

令和５年度西尾市介護保険特別会計予算 可
決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯◯◯◯◯◯

令和５年度西尾市後期高齢者医療特別会計予算 可決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯××◯◯◯×◯◯◯◯

令和４年度西尾市一般会計補正予算（第11号）可決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯××

令和５年度西尾市一般会計補正予算（第１号）可決◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯×◯◯××

議員の賛否の分かれた議案等03 ３月定例会へ提出された議案のうち、賛否が分かれた
ものについて掲載します。

「◯」…賛成（採択）　「×」…反対（不採択）　　「趣旨」…趣旨採択　　「※」…議長のため採決に加わりません。

審議結果
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表紙に掲載する写真を募集します

議場見学をしませんか？次回6月定例会の予定

議 会 を 見 る

6月定例会放映日時

放送チャンネル
ケーブルテレビ「キャッチネットワーク」
地上デジタル　112ch

インターネットで議会を見てみよう
西尾市ホームページまたは
右記QRコードからアクセス
できます。

　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていた
だくため、表紙に掲載する写真を募集します。テーマは「あなたが
好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品
タイトルなどを裏表紙で紹介させていただきます。応募にかかる
詳細については、議会事務局（℡65-2182）にお問い合わせくだ
さい。次号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひ
ご応募ください。

議 会 を 聴 く

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士
でお誘いあわせの上、お気軽にお越しくだ
さい。詳しくは、議会事務局（℡65-2182）
へお問い合わせください。

会議は通常 10時開会です。
※予定は変更になる場合があります。

 6月  7日（水）（6月2日一般質問）

 6月  9日（金）（6月5日一般質問）

 6月29日（木）（6月6日予備日）

 ※いずれも10時からです。

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公開していま
す。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議会事務局（６階）までお
越しください。
　　・議場での傍聴………本会議
　　・委員会室での傍聴…常任委員会、議会運営委員会、
　　　　　　　　　　　 全員協議会、部会

日 月 火 水 木 金 土
5/28 29 3

4 5  　　　6 7 8　　　  9
本 会 議

本 会 議

10

11 12　　　13

本 会 議
（予備日）

14　　　15　　　16 17

18 24

本 会 議

本 会 議

厚 　 生
委 員 会
・分科会

文 　 教
委 員 会
・分科会

予算決算
委 員 会

・分科会

企画総務
委 員 会

・分科会

経済建設
委 員 会

予算決算
委 員 会

議会運営
委 員 会

6/1　　　230　　　31

19　　　20　　　21　　　22　　　23

議会運営
委 員 会

※放送日時が変更となる場合があります。

愛知県市議会議長会より感謝状
　２月３日に開催されました
愛知県市議会議長会の定期
総会において、神谷雅章議
員と大河内博之議員へ感謝
状の贈呈があり、３月22日に
議長より感謝状の伝達があ
りました。

神谷雅章議員　大河内博之議員

令
和

5年
5月

号
　

　
　

　
　

　
  　

N
o.150　

［
編

集
・
発

行
］西

尾
市

議
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〒
445-8501　

愛
知

県
西

尾
市

寄
住

町
下

田
22　

0563・
65・

2182（
直

通
）

に
し
お
市
議
会
だ
よ
り

お知らせ

目が不自由な方などのために、音訳版・点
字版のにしお市議会だよりを作成し、お渡し
しています。希望者は市社会福祉協議会へお
問い合わせください。音訳版は市ホームペー
ジで公開しています。

音訳版・点字版のにしお市議会だより

申市社会福祉協議会
　（☎５６・５９００／総合福祉センター内）
問福祉課（☎６５・２１１３）


